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平成 18 年 8 月 4 日 

各  位 

 

会 社 名  鳥  越  製  粉  株  式  会  社 

                                           代表者名  代表取締役社長   小西  敬一郎 

（コ－ド番号 2009 東証第一部・福証） 

問合せ先  常務執行役員経理部長  楠原 秀俊 

                      （ ＴＥＬ： 092－477－7112 ） 

 

業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18 年 2 月 21 に公表しました平成 18 年 12 月期 (平成 18 年

1 月 1 日～平成 18 年 12 月 31 日)の中間期の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お

知らせいたします。 

 

記 

 

１．業績予想の修正 

①中間期 連結業績予想の修正(平成 18 年 1 月 1日～平成 18 年 6 月 30 日)  

               (単位：百万円) 

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想 (A) 10,300 1,290 740 

今回修正予想 (B) 9,310 940 490 

増  減  額 (B－A) △  990 △  350 △  250 

増   減   率  (%) △  9.6 △ 27.1 △ 33.8 

(ご参考) 前中間期実績 

(平成 17 年 12 月期中間期) 

9,496 1,163 705 

 

②中間期 単体業績予想の修正(平成 18 年 1 月 1日～平成 18 年 6 月 30 日) 

(単位：百万円)  

 売 上 高 経常利益 中間純利益 

前回発表予想 (A) 9,500 1,215 700 

今回修正予想 (B) 8,560 860 440 

増  減  額 (B－A) △  940 △  355 △  260 

増   減   率  (%) △  9.9 △ 29.2 △ 37.1 

(ご参考) 前中間期実績 

(平成 17 年 12 月期中間期) 

8,764 1,087 658 
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２．修正の理由 

(1)連結業績 

主に下記記載の単体業績修正の結果、連結業績予想を修正するものです。 

 

(2)単体業績 

①売上高 

新製品の開発と各種の販売促進策を実施しましたが、競争激化等による加工食品部門

の伸び悩み、焼酎ブ－ムのピ－クアウト等により、売上高は当初予想に対し約 10%減とな

る見込みです。 

②経常利益 

売上高の未達成に伴う利益の減少をカバ－すべく、諸経費の削減に努めましたが、経

常利益は当初予想に対し約 29%減となる見込みです。 

③中間純利益 

経常利益の減少に加え、当中間期から「固定資産の減損に係る会計基準」を適用した

ことに伴う特別損失の計上もあり、中間純利益は当初予想に対し約 37%減となる見込みで

す。 

 

３．その他 

①平成 18 年 12 月期(連結・単体)の通期業績予想につきましては現在策定中であり、中間

決算発表時に公表いたします。 

②今回修正値につきましては会計監査人による監査が終了しておりません。 

③業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基いて作成したものであり、実際

の業績は種々の要因により異なる場合がありうることをご承知おき下さい。 

以 上 


